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中年期の家族の健康問題と保健行動の課題
The scheme of the family’s health through the individual 





































































る。こうした状態は、androgen decline in 
the aging male （ADAM）あるいは partial 















の menopause と対比して andropause と呼
ぶことに難点があるとして、上述の ADAM
（androgen decline in the aging male）ある









ISA（The International Society of 
Andrology）、ISSAM（The International 
Society for the Study of the Aging Male）








維持させようという “Healthy aging for 
men” の理念の実現を目指すものである。日



















科学会および日本 Men’s Health 医学会は、
ISSAM および EAU の統一推奨をもとに、




























Morley ら6）により ADAM 質問紙が作られ
ており、日本語版は表 2 に示すようである。
この尺度で設問 1 あるいは 7 が “はい” の場









も開発されており、17 項目の質問に「なし : 1
点」「軽い : 2 点」「中等度 : 3 点」「重い : 4 点」
「非常に重い : 5 点」までの 5 段階で答える
ようになっている。これらの合計点から、訴
えの程度を「17～26 点 : なし」「27～36 点 :




















































































































































2000 年 2013 年 2000 年 2013 年
総数 23,080 18,787 9,063 8,496
 0 ～ 19 歳 328 374 174 173
20 ～ 29 歳 2,122 2,024 896 777
30 ～ 39 歳 2,836 2,659 1,099 1,046
40 ～ 49 歳 3,839 3,344 976 1,245
50 ～ 59 歳 6,660 3,303 1,802 1,181
60 ～ 69 歳 7,048 3,224 4,071 1,492
70 ～ 79 歳 （60 歳以上） 2,370 （60 歳以上） 1,415
80 歳以上 1,381 1,152
不詳 108 15
















































































ている。血液検査では、FSH が 30 mIU/mL
以上と高値となり、一方でエストラジオール





るが、心理テストの Cornell medical index 


















































（ C o r n e l l  M e d i c a l  I n d e x ─H e a l t h 
Questionnaire）であった。CMI は、身体的
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資料 2             簡略更年期指数(SMI) 
症状の程度に応じ、自分で○印をつけてから点数を入れ、その合計点をもとにチェックをします。
どれか１つの症状でも強く出ていれば、強に○をして下さい。   （東京医科歯科大学方式） 
症   状 強 中 弱 無 点数 
① 顔がほてる １０ ６ ３ ０  
② 汗をかきやすい １０ ６ ３ ０  
③ 腰や手足が冷えやすい １４ ９ ５ ０  
④ 息切れ、動悸がする １２ ８ ４ ０  
⑤ 寝つきが悪い、または眠りが浅い １４ ９ ５ ０  
⑥ 怒りやすく、すぐイライラする １２ ８ ４ ０  
⑦ くよくよしたり、憂うつになることがある ７ ５ ３ ０  
⑧ 頭痛、めまい、吐き気がよくある ７ ５ ３ ０  
⑨ 疲れやすい ７ ４ ２ ０  
⑩ 肩こり、腰痛、手足の痛みがある ７ ５ ３ ０  
合  計  点      
更年期指数の自己採点の評価法 
0～25 点・・・上手に更年期を過ごしています。これまでの生活態度を続けていきましょう。 
26～50 点・・・食事運動などに注意を払い、生活様式なども無理をしないようにしましょう。 
51～65 点・・・医師の診察を受け、生活指導、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ、薬物療法を受けた方がいいでしょう。 
66～80 点・・・長期間（半年以上）の計画的な治療が必要でしょう。 
81～100 点・・各科の精密検査を受け、更年期障害のみである場合は専門医での長期的な対応が必
要でしょう。 
 
